
ALL Skin Barrier Seminar 2022/4/14

1

感染症とフード
帝京大学医真菌研究センター

加納 塁

膿皮症とは

• 細菌感染による皮膚炎で犬で
最も多い皮膚感染

• 物理的、化学的、二次性に皮膚の
バリア破綻や異常によって感染する

• 診断・治療を行う場合、原発性、
二次性か鑑別する

(特にアレルギー性疾患、内分泌疾患、腫
瘍等)

間擦疹

外陰部の変形による間擦疹

• 皮膚の皺壁に病原性微生物が定着
し、皮膚炎を引き起こした場合

• 常在微生物が異常増殖しやすい皮
膚環境となっている

• 口唇、顔面、陰部、陰嚢、趾間部
の皺壁に発症しやすい

• 内科治療が多いが、根治は難しい

• 外科的に治療が可能

急性湿潤性皮膚炎

• なめたり、擦り付けたり、噛んだ
りなどの物理的障害で発症しやす
い(擦り傷？)

• アレルギー、外部寄生虫、関節炎、
外耳炎、歯科疾患、不衛生な飼育、
心因性(舐める)

• 局所性の滲出液を伴う湿った紅斑
で境界明瞭

• 表在性、深在性の毛包炎へ発展す
る場合もある

膿痂疹

• グラム陽性ブドウ球菌、子猫ではグルーミングによる口腔
内細菌のパスツレラ、β溶血性レンサ球菌等

• 皮膚の物理的損傷、アレルギー
性皮膚炎、内分泌疾患、外部寄
生虫感染、不適切な薬剤塗布な
どに続発し起こりやすい

• 鼡径部や下腹部などの無毛部に
無痛性の紅斑とともに小膿疱を
認める

粘膜皮膚膿皮症

• 皮膚粘膜接合部の細菌感染で、口唇
や口周囲のびらん、腫脹、痂皮を形
成し疼痛を伴う

• 年齢、性差に関係ない

• ジャーマンシェパードは好発？

• 鼻孔、眼瞼、陰部、包皮、肛門周囲
にも病変を伴うこともある
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毛包炎は、毛包入口部から毛包漏斗部に
かけて生じた浅在性感染症である。中央
に毛が貫通する。

毛包炎

毛包漏斗部

毛包炎、癤(せつ)、癰(よう)

癤

癰

癤は、1本の毛包を中心とした深在性感
染症。毛包を中心に膿点を生じて、やが
て膿瘍が形成される。

癰は、複数の毛包を中心とした深在
性感染症。癤よりも広範囲。

浅在性毛包炎

• 細菌が毛包から侵入し、
• 毛峡部周囲に炎症を生じる

• 毛包一致性に膿疱が認められやすい

• 炎症が拡大すると、遠心拡大性脱毛
斑へと発展する

深在性毛包炎：癤(せつ)

• 毛包炎が悪化し、毛包周囲真皮までに炎
症が波及した「せつ」と呼ばれる真皮内
丘疹を形成する

• さらに毛包が連続的に病巣を形成し、結
節状肉芽腫を形成する

• 肉芽腫は異物反応も加わるので、
慢性経過をとる場合もある

癤(せつ)～癰(よう)

結節状で圧痛を伴うものが多数認める。基礎疾患を調べる。

指趾間の毛包炎

• 1趾間に限定している場合や
複数の肢に認められる場合
もある

• 病変部は腫脹しているが、
舐めることによって湿潤脱
毛している場合が多い

• 咬傷が最も一般的な原因

• 喧嘩する雄猫で多い

• 尾根部、肩、頚、肢に好発する

• 原因菌で多いのは、口腔内細菌の

P. multocida, β-溶血性連鎖球菌など

• 排膿や洗浄など外科的処置が必要な場
合も多い

猫の皮下膿瘍
(猫の局所性深在性膿皮症)
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顔面部で片側病変の瘻管形成の場合は、歯を調べる
歯根部の膿瘍

蜂窩織炎（フレグモーネ）

•皮下織まで感染が拡大し、真皮構造の

崩壊を伴う広範な病巣を形成する

•健康動物の自然発生は少なく、外傷、免疫

不全、不適切な抗菌剤使用などで発症しや

すい

•慢性／亜急性の経過をとる

•組織の壊死を伴う

•膿瘍形成傾向が強い

•難治性である

原発または慢性化因子
・環境要因

不潔な環境
ストレス
多頭飼育
高温、多湿(夏場発症が多い)

・宿主要因
品種(ジャーマンシェパード)
低栄養(皮膚のコンディション低下)
若齢（免疫力が未熟、保菌した親から感染しやすい
老齢(免疫力の低下)

・基礎疾患(アレルギー、外部寄生虫、腫瘍、内分泌疾患、歯牙疾患 etc.)

・外傷(ひっかく、咬む、舐める)
・医原性

ステロイド投与(菲薄化、石灰沈着に伴う皮膚炎)
免疫抑制剤投与
抗ガン剤投与

膿皮症の発生因子 膿皮症の検査

病歴
臨床徴候
皮膚科学検査

掻爬部物試験試験：皮膚糸状菌、ニキビダニ、疥癬、シラミ
押捺標本：細菌が多く検出されるか？炎症細胞の種類
薬剤感受性試験：再発性の時はできるだけ行う
内分泌検査：甲状腺ホルモン、ACTH負荷試験など)
アレルギー検査：アトピー性皮膚炎、食物アレルギーの有無
病理組織検査：類症鑑別目的も兼ねて

基礎疾患の有無も調べることが重要
膿疱でも細菌がいなく
棘融解細胞多い場合は
天疱瘡？

治 療

• 感受性が認められた抗菌剤の投与
• 抗菌剤が添加されたシャンプーで洗浄
• 基礎疾患の治療

抗菌剤 投与量(mg/kg) 間隔(時間) 投与経路
セファレキシリン 15-30 12 内服
エンロフロキサシン 5 24 内服
マルボフロキサシン 2 24 内服
クリンダマイシン 11 24 内服
セフォベシン 8 14日 皮下

S. pseudintermedius 膿皮症で選択される抗菌剤
(耐性の有無を確認する)

シードスワブによる表皮小環からの菌分離
表皮小環

S.p

表皮の剥離部

炎症が強い

環状紅斑の中心部よりも炎症の強い
表皮の剥離下に
S. pseudintermediusが多い
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診 断

臨床兆候と病変部からの分

離培養と薬剤感受性検査か

ら多剤耐性

S. pseudintermediusによ

る膿皮症と診断する

実際にどれくらい耐性菌が犬にいるのか

歯垢、直腸末端部マンニット食塩培地 ( 日水 )
37 ℃ 18 時間好気培養

メチレンブルー単染色
ブドウ状配列の確認

コアグラーゼ試験
37℃ 24時間好気培養後判定

アクロモペプチターゼ( 和光純薬 )による溶菌及び

DNA精製 ( InsataGene Matrix : BioRad社 )

PCR

S. pseudintermedius の同定
および

メチシリン耐性遺伝子( mec ) の検出

DNA抽出

採材形態確認 菌分離

陽性陽性
陰性陰性

102 症例 ( 161 検体 )

日本大学動物病院
受診犬

薬剤感受性試験 ( ディスク拡散法 )

マックファーランド濁度 1.0 ( OD600nm=0.257 )に調整
50μLを滅菌綿棒により画線塗抹
感性ディスク用培地-N （ 日水 ）

ディスク設置 ( ディスク間 24mm ) 
阻止円直径をノギス計測

感性：通常の体内濃度により、
被検菌の発育を抑制

中間：通常より多量投与により、
被検菌の発育を抑制

耐性：被検菌の発育抑制が、

3×108CFU / ml

できない

35 ℃ 18 時間
好気培養

耐性率

シプロフロキサシン
( キノロン系 )

レボフロキサシン
( キノロン系 )

バンコマイシン
( グリコペプチド系 )

セファロチン
( セフェム系 )

セフミノクス
( セフェム系 )

MRSP
100 %

7 / 0 / 0 株
100

7 / 0 / 0
28.6

2 / 2 / 3
28.6

2 / 0 / 5
42.9

3 / 3 / 1

MSSP
0 %

0 / 1 / 6 株
0

0 / 1 / 6
28.6

2 / 3 / 2 
0

0 / 0 / 7
0

0 / 0 / 7

ホスホマイシン
( ホスホマイシン系 )

ドキシサイクリン
( テトラサイクリン系 )

ミノサイクリン
( テトラサイクリン系 )

イミペネム
( カルバペネム系 )

アルベカシン
( アミノグリコシド系)

MRSP
14.3 %

1 / 0 / 6 株
28.6

2 / 0 / 5
0

0 / 5 / 2
0

0 / 0 / 7
0

0 / 1 / 6

MSSP
14.3 %

1 / 1 / 5 株
14.3

1 / 1 / 5
14.3

1 / 3 / 3
0

0 / 0 / 7
0

0 / 1 / 6

MRSP : Methicillin Resistant S .pseudintermedius
MSSP : Methicillin Susceptible S .pseudintermedius

MRSP (メチシリン耐性株)、MSSP(メチシリン感受性株)  : 各 7 株

使用株数

再発性膿皮症の問題

治療により一旦改善するも、治療(抗生剤投与)を中止するとすぐに再発する。

同じ治療を繰り返すと、治療に対する反応が低下する。

抗生剤の種類を変える。

多剤耐性化を誘導してしまう。

治療法が手詰まりとなる。

再発性膿皮症治療で注意すること！

基礎疾患の有無
例）アレルギーや外部寄生虫による自傷行為
アレルギー検査や寄生虫予防

皮膚のバリア機能の低下
例）甲状腺機能低下症、ステロイド投与
ただし、皮膚バリア機能を調べる方法がない

抗生剤・抗菌剤耐性菌による感染
例）投与している抗生剤が効いていない
薬剤感受性試験
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皮膚のバリア機能
皮膚の表皮

表皮の大部分は角化細胞（ケラチノサイト）からなる

犬の皮膚ケラチノサイト

と付着している球菌

上皮細胞

組織を覆う

分泌する

皮膚免疫の模式図

• 体外からの異物の侵入を防いだ
り、体内の水分の蒸発や体液の
漏出を防ぐ。

• 角質層は物理的・化学的刺激に
対して非常に安定な細胞膜で覆
われたケラチノサイトの残渣。

• 生きたケラチノサイトの周りを
セラミド、コレステロール、遊
離脂肪酸などからなる「角質細
胞間脂質」が満たすことによっ
て、強固な壁を形成し、皮膚バ
リア機能を発揮する。

脂肪酸
低分子殺菌ペプ
チドなどを分泌

さらに感染が拡大すると免疫システムが働く

マクロ
ファージ

獲得免疫自然免疫

上皮細胞 抗体

ヘルパー
T細胞

B細胞

形質細胞
NK細胞

好中球

ウイルス感染細胞がん細胞

キラー
T細胞

アポトーシス
ウイルス

抗原提示

貪食活性化

抗菌物質産生
サイトカイン分泌

Toll like 
レセプター

細菌

それでは、耐性菌をつくらず、皮膚バリア機能

を改善すれば再発予防ができるのか？

JICA - 国際協力機構より

Vet. Sci. 2020, 7, 38

マグネシウム、亜鉛、パントテン酸、ピリドキシン、ビオチン、ビタミンA、必須
脂肪酸の欠乏は、過角化症、不全角化症、およびアカントーシスを引き起こす可能
性がある。

最適ではない栄養補給は、毛包虫症、ダニ、ノミ、シラミ、および他の皮膚感染症
への感受性の増加させる。

犬でも勿論、必要な栄養
が不足すると、様々な皮
膚障害や感染症になりや
すくなる。
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でも普通に飼育されている動物

は低栄養状態ではないはず？

栄養学で必ず習う桶の理論
必要なアミノ酸・ミネラル・ビタミンが
足りないと、全体の栄養状態が悪化する

できれば必要な栄養素を十分に

満たし、さらに皮膚バリア・免

疫をアップできたら理想！

日本医事新報 No.4769 2015.9.19より

• 必須脂肪酸は基本体内では合
成できないため、食品から摂
取するしかない

• ω6系脂肪酸は、アレルギー
などの炎症を起こす物質（ロ
イコトリエン）を作るが、
ω3系脂肪酸はむしろ炎症に
抑制的に働いているとされる。

• ただしω6系脂肪酸も必要な
なので、 ω3系脂肪酸とのバ
ランスが重要

炎症と必須脂肪酸

• ロスマリン酸を主成分としており、抗
菌作用や抗ウイルス作用があるといわ
れている。

• ローズマリーの精油には、アレルギー
疾患の原因となるヒスタミンを抑える
作用があるといわれている。

ローズマリーの効果

再発性膿皮症へのオールスキンバリア

給与トライアルの例

【症例】再発性膿皮症

【病歴】
● 1年以上前から、背・腹部に皮疹が出現
● 抗生剤とステロイド内服で一時的に良化するが、

再発を繰り返す

【所見】
● 胸、側腹、下腹部に直径1-2cmの環状紅斑を多数認めた
● 背部は痂皮が散在
● 痒みは弱い
● 両外耳炎も併発

ヨークシャー・テリア 5歳9ヵ月齢 去勢♂
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【皮膚科学検査】
● 皮膚掻爬物検査

○ 環状紅斑から寄生体を認めない。

● 血清アレルゲン特異IgE検査
○ 抗体価の高いアレルゲンは検出されない。
○ 紹介動物病院で甲状腺ホルモン検査を

受けたが、正常範囲であった。

※患部の細菌培養検査では、多剤耐性コアグラーゼ陰性
ブドウ球菌が分離された。

ヨークシャー・テリア 5歳9ヵ月齢 去勢♂

【症例】再発性膿皮症

【皮膚生検】
● 側腹部の紅斑と痂皮の境界部のパンチ生検を

行った
【病理組織検査結果】
● 病理診断名：慢性化膿性血管周囲性皮膚炎

○ 表皮肥厚し、一部角化亢進や痂皮を認める
○ 真皮浅層には、多数の好中球、リンパ球、形質

細胞の浸潤を認める

→慢性の再発性膿皮症と診断

【症例】再発性膿皮症

生検した病変部

ヨークシャー・テリア 5歳9ヵ月齢 去勢♂

【治療】
● ご家族が臨月で投薬が難しい
● 1回シャンプー洗浄後、オールスキンバリアの給与開始

【結果】
● 給与後から、環状紅斑が減少傾向
● 8週間後には、肛門右側に紅斑が1か所のみとなる（外耳炎も良化した）
● 嗜好性がよく、抗生剤を投薬をせずに済んだ→これ以上の耐性化の防止

開始前 1週間給与 4週間給与 8週間給与

ヨークシャー・テリア 5歳9ヵ月齢 去勢♂

【症例】再発性膿皮症

炎症反応の
抑制

皮膚バリアの
維持

環境アレルギー
（犬アトピー性皮膚炎）

皮膚被毛の
ケア

その他皮膚疾患

低リスク
アレルゲン

食物アレルギー

すべてにこれひとつですべてにこれひとつで 栄養学的*にサポート栄養学的*にサポート
*単一の動物性たんぱく質として卵を使用*単一の動物性たんぱく質として卵を使用


